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(57)【要約】
【課題】表示対象となる画像に応じた輝度の制御を、フ
レーム毎に一括して行うことが可能な画像表示装置にお
いて、輝度補正が容易であるとともに視認性に優れた画
像表示装置および画像表示装置の駆動方法を提供する。
【解決手段】フレーム単位の画像に応じた電力を各画素
回路に供給し、当該各画素回路の発光素子を一斉に発光
させる電源部と、当該電源部からの印加電圧に応じた電
流値を検出する電流検出部と、検出された電流値に基づ
いて前記画素回路への電力供給量が所定の値となる供給
時間を計算発光期間として導出する発光期間導出部と、
前記電源部を制御し、発光開始からの発光継続期間が前
記計算発光期間を経過したタイミングで、各画素回路の
発光素子を一斉に消灯させるタイミング制御部と、を備
える。
【選択図】　　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子を夫々有する複数の画素回路と、
　表示対象となるフレーム単位の画像に応じた電力を前記各画素回路に供給し、当該各画
素回路の発光素子を一斉に発光させる電源部と、
　前記電源部からの供給電力に応じた電流値を検出する電流検出部と、
　前記電流検出部により検出された電流値に基づいて、前記画素回路への電力供給量が所
定の値となるよう、前記電力の供給時間を計算発光期間として導出する発光期間導出部と
、
　前記電源部を制御し、前記発光の開始からの発光継続期間が前記計算発光期間を経過し
たタイミングで、前記各画素回路の発光素子を一斉に消灯させるタイミング制御部と、
　を備えたことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記発光期間導出部は、上限値となる所定の基準電力量を、前記電流検出部により検出
された電流値と、前記電源部からの印加電圧との積から求まる電力で除算し、この結果を
前記計算発光期間とすることを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記発光期間導出部は、前記電流検出部により検出された電流を時間積分し、この積分
結果が上限値となる所定の基準電流量に達するまでの期間を、前記計算発光期間とするこ
とを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記発光期間導出部は、前記発光素子の発光開始直時に前記計算発光期間の導出を開始
することを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記タイミング制御部は、前記発光素子の発光開始から始まる所定の期間内において、
前記発光素子の発光と消灯との割合を前記計算発光期間に基づいて制御することを特徴と
する請求項１～４の何れか一項に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　発光素子を夫々有する複数の画素回路と、
　表示対象となるフレーム単位の画像に応じた電力を前記各画素回路に供給し、当該各画
素回路の発光素子を一斉に発光させる電源部と、
　前記電源部からの供給電力に応じた電流値を検出する電流検出部と、
　を備える画像表示装置の駆動方法であって、
　前記電流検出部により検出された電流値に基づいて、前記画素回路への電力供給量が所
定の値となるよう、前記電力の供給時間を計算発光期間として導出する発光期間導出工程
と、
　前記電源部を制御し、前記発光の開始からの発光継続期間が前記計算発光期間を経過し
たタイミングで、前記各画素回路の発光素子を一斉に消灯させるタイミング制御工程と、
　を含むことを特徴とする画像表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　前記発光期間導出工程では、上限値となる所定の基準電力量を、前記電流検出部により
検出された電流値と、前記電源部からの印加電圧との積から求まる電力で除算し、この結
果を前記計算発光期間とすることを特徴とする請求項６に記載の画像表示装置の駆動方法
。
【請求項８】
　前記発光期間導出工程では、前記電流検出部により検出された電流を時間積分し、この
積分結果が上限値となる所定の基準電流量に達するまでの期間を、前記計算発光期間とす
ることを特徴とする請求項６に記載の画像表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記発光期間導出工程では、前記発光素子の発光開始直時に前記計算発光期間の導出を
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開始することを特徴とする請求項６～８の何れか一項に記載の画像表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記タイミング制御工程では、前記発光素子の発光開始から始まる所定の期間内におい
て、前記発光素子の発光と消灯との割合を前記計算発光期間に基づいて制御することを特
徴とする請求項６～９の何れか一項に記載の画像表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置および画像表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、発光型の画像表示装置として、ＣＲＴ（ブラウン管）、ＦＥＤ（電界放出型
ディスプレイ）、ＰＤＰ（プラズマディスプレイ）、ＯＬＥＤ（有機ＥＬディスプレイ）
等が知られている。これらの発光型ディスプレイにおいては、輝度が大きくなると、それ
に伴い消費電力が大きくなる。そのため、従来から輝度を一定値以下に制御することによ
り、消費電力を低下させる種々の技術が提案されている。例えば、特許文献１には、映像
信号のライン単位で順次表示処理を行う画像表示装置において、映像輝度の平均値をライ
ン単位毎に調整する技術が開示されている。また、特許文献２には、画像の全輝度レベル
とデューティーサイクルとを対応付けたＬＵＴ（Look　Up　Table）に基づいて、現在の
フレーム（画像）を表示する前に、フレームの輝度レベルに対応するデューティーサイク
ルを決定する技術が開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２８８２４６号公報
【特許文献２】特表２００７－５２８０１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　有機ＥＬディスプレイにおいては、有機ＥＬ素子に流れる電流量に輝度が比例する。ま
た、当該電流量によって有機ＥＬ素子の劣化が進行するため、上記輝度の調整機能は他の
発光型の画像表示装置よりも要望が大きい。
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１の技術では、各ラインの入力データの最大輝度と映像輝
度の平均値の差異により各ライン輝度が異なるため、表示画面に輝度ムラが発生してしま
うという問題がある。また、上記特許文献２の技術では、入力データ（フレーム）に対す
るＬＵＴの与え方によっては、入力データの階調が明るくなるにつれて暗くなるような設
定ができてしまう可能性があり、この場合、表示画面が不自然となる。また、入力データ
から全輝度レベルを求めるため、有機ＥＬ素子に流れる実際の電流量との間で誤差が発生
し、想定した表示結果と異なる画面が表示される可能性がある。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、表示対象となる画像に応じた輝度の制
御を、フレーム毎に一括して行うことが可能な画像表示装置において、輝度補正が容易で
あるとともに視認性に優れた画像表示装置および画像表示装置の駆動方法を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１にかかる発明は、発光素子を
夫々有する複数の画素回路と、表示対象となるフレーム単位の画像に応じた電力を前記各
画素回路に供給し、当該各画素回路の発光素子を一斉に発光させる電源部と、前記電源部
からの供給電力に応じた電流値を検出する電流検出部と、前記電流検出部により検出され
た電流値に基づいて、前記画素回路への電力供給量が所定の値となるよう、前記電力の供
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給時間を計算発光期間として導出する発光期間導出部と、前記電源部を制御し、前記発光
の開始からの発光継続期間が前記計算発光期間を経過したタイミングで、前記各画素回路
の発光素子を一斉に消灯させるタイミング制御部と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　また、請求項２にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記発光期間導出部
は、上限値となる所定の基準電力量を、前記電流検出部により検出された電流値と、前記
電源部からの印加電圧との積から求まる電力で除算し、この結果を前記計算発光期間とす
ることを特徴とする。
【０００９】
　また、請求項３にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記発光期間導出部
は、前記電流検出部により検出された電流を時間積分し、この積分結果が上限値となる所
定の基準電流量に達するまでの期間を、前記計算発光期間とすることを特徴とする。
【００１０】
　また、請求項４にかかる発明は、請求項１～３の何れか一項にかかる発明において、前
記発光期間導出部は、前記発光素子の発光開始直時に前記計算発光期間の導出を開始する
ことを特徴とする。
【００１１】
　また、請求項５にかかる発明は、請求項１～４の何れか一項にかかる発明において、前
記タイミング制御部は、前記発光素子の発光開始から始まる所定の期間内において、前記
発光素子の発光と消灯との割合を前記計算発光期間に基づいて制御することを特徴とする
。
【００１２】
　また、請求項６にかかる発明は、発光素子を夫々有する複数の画素回路と、表示対象と
なるフレーム単位の画像に応じた電力を前記各画素回路に供給し、当該各画素回路の発光
素子を一斉に発光させる電源部と、前記電源部からの供給電力に応じた電流値を検出する
電流検出部と、を備える画像表示装置の駆動方法であって、前記電流検出部により検出さ
れた電流値に基づいて、前記画素回路への電力供給量が所定の値となるよう、前記電力の
供給時間を計算発光期間として導出する発光期間導出工程と、前記電源部を制御し、前記
発光の開始からの発光継続期間が前記計算発光期間を経過したタイミングで、前記各画素
回路の発光素子を一斉に消灯させるタイミング制御工程と、を含むことを特徴とする。
【００１３】
　また、請求項７にかかる発明は、請求項６にかかる発明において、前記発光期間導出工
程では、上限値となる所定の基準電力量を、前記電流検出部により検出された電流値と、
前記電源部からの印加電圧との積から求まる電力で除算し、この結果を前記計算発光期間
とすることを特徴とする。
【００１４】
　また、請求項８にかかる発明は、請求項６にかかる発明において、前記発光期間導出工
程では、前記電流検出部により検出された電流を時間積分し、この積分結果が上限値とな
る所定の基準電流量に達するまでの期間を、前記計算発光期間とすることを特徴とする。
【００１５】
　また、請求項９にかかる発明は、請求項６～８の何れか一項にかかる発明において、前
記発光期間導出工程では、前記発光素子の発光開始直時に前記計算発光期間の導出を開始
することを特徴とする。
【００１６】
　また、請求項１０にかかる発明は、請求項６～９の何れか一項にかかる発明において、
前記タイミング制御工程では、前記発光素子の発光開始から始まる所定の期間内において
、前記発光素子の発光と消灯との割合を前記計算発光期間に基づいて制御することを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１７】
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　本発明によれば、表示対象となるフレーム単位の画像に応じた供給電力の電流値に基づ
いて、各画素回路の発光素子への電力供給量が所定の値となる計算発光期間を導出し、発
光の開始からの発光継続期間が前記計算発光期間を経過したタイミングで、各画素回路の
発光素子を一斉に消灯させることで、発光継続期間中に供給される電力量を一定とする。
これにより、表示対象となる画像に応じて各発光素子に流れる電流量を調整することが可
能となるため、輝度補正が容易であるとともに視認性に優れた画像を表示することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の好適な実施の形態にかかる画像表示装置を図面に基づいて詳細に説明す
る。なお、以下の実施の形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１９】
［第１の実施形態］
＜画像表示装置の概略構成＞
　図１は、以下の各実施形態の説明に好適な画像表示装置の概略構成を示す図である。図
１において、画像表示装置の表示パネル１０には、電源線、走査線等からなる制御線１１
および画像信号線１２が配設されている。制御線１１は、表示パネル１０に設けられたラ
インドライバ１３に接続されている。一方、画像信号線１２は、制御線１１と異なる方向
に沿って配設されるとともに、表示パネル１０に設けられたデータドライバ１４に接続さ
れている。なお、図１では、図示を省略しているが、表示パネル１０は、有機ＥＬ素子を
具備し、マトリクス状に配列された複数の画素回路を有しており、これらの画素回路には
制御線１１および画像信号線１２が接続されている。
【００２０】
　ラインドライバ１３は、例えばスイッチング素子等を内部に含む駆動用ＩＣ等を用いて
構成することができ、制御線１１への印加電圧の大きさや印加するタイミングを制御する
。データドライバ１４は、演算回路等を内部に含む駆動用ＩＣ等を用いて構成することが
でき、画像データや画像電位調整データに基づいて画像信号線１２に供給するための画像
信号電位を生成するとともに、生成した画像信号線電位を画像信号線１２に供給するタイ
ミングを制御する。
【００２１】
　また、画像表示装置は、画像データが入力される演算部２０を備えている。演算部２０
は、入力された画像データに対して表示パネル１０の表示形式に応じた所定の処理を施し
、ラインドライバ１３およびデータドライバ１４に供給する。
【００２２】
　なお、各制御線１１、画像信号線１２、ラインドライバ１３およびデータドライバ１４
のレイアウトは、図１に示すレイアウトに限られるものではない。また、演算部２０を表
示パネル１０の外部に配置する例を示しているが、表示パネル１０内に配置することも可
能である。
【００２３】
＜画素回路の構成＞
　図２は、例えば図１に示した表示パネル１０に設けられる画素回路（１画素）の構成を
示した図である。なお、図２において、第１電源線１１１、第２電源線１１２および走査
線１１３は、制御線１１に含まれる。
【００２４】
　同図に示す画素回路は、表示パネル１０上にマトリクス状に配列されており、各画素回
路は、有機ＥＬ素子の一つである有機発光素子ＯＬＥＤ、有機発光素子ＯＬＥＤを駆動す
るためのドライバ素子である駆動トランジスタＴｄ、閾値電圧の検出や画像信号電圧の印
加を制御するスイッチングトランジスタＴｓ、閾値電圧（Ｖｔｈ）や画像信号電位を保持
する容量Ｃｓを備えている。なお、図２では、有機発光素子ＯＬＥＤの容量をＣｏｌｅｄ
として等価的に表している。
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【００２５】
　図２において、駆動トランジスタＴｄは、ゲート電極・ソース電極間に与えられる電位
差に応じて有機発光素子ＯＬＥＤに流れる電流量を制御するためのドライバ素子である。
また、スイッチングトランジスタＴｓは、オン状態となったときに、駆動トランジスタＴ
ｄのゲート電極とドレイン電極とを電気的に接続することにより、Ｃｏｌｅｄに蓄積した
電荷を駆動トランジスタＴｄのゲート電極からドレイン電極に向かって流し、駆動トラン
ジスタＴｄのゲート電極・ソース電極間の電位差を駆動トランジスタＴｄの閾値電圧Ｖｔ
ｈに近づけるもしくは閾値電圧Ｖｔｈとする機能（以下「Ｖｔｈ補償機能」という）を有
している。
【００２６】
　有機発光素子ＯＬＥＤは、両端に閾値電圧以上の電位差（アノード－カソード間電圧）
が生じることにより電流が流れ、発光する特性を有する素子である。具体的な構造や機能
として、有機発光素子ＯＬＥＤは、Ａｌ、Ｃｕ、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉ
ｄｅ）等によって形成されたアノード層およびカソード層と、アノード層とカソード層と
の間にフタルシアニン、トリスアルミニウム錯体、ベンゾキノリノラト、ベリリウム錯体
等の有機系の材料によって形成された発光層とを少なくとも備えた構造を有し、発光層に
注入された正孔と電子とが再結合することによって光を生じる機能を有する。
【００２７】
　駆動トランジスタＴｄおよびスイッチングトランジスタＴｓは、例えば、薄膜トランジ
スタである。なお、以下に参照される各図面において、各薄膜トランジスタのチャネル（
ｎ型またはｐ型）については、ｎ型、ｐ型のいずれのタイプを用いてもよいが、本実施形
態ではｎ型を用いるものとする。
【００２８】
　第１電源線１１１および第２電源線１１２は、有機発光素子ＯＬＥＤや駆動トランジス
タＴｄに対して、これらの各動作期間に応ずる所定の電位（可変電位）を付与する。また
、走査線１１３は、スイッチングトランジスタＴｓを制御するための信号を供給する。画
像信号線１２は、有機発光素子ＯＬＥＤの発光輝度に対応する画像信号に比例した電荷を
容量Ｃｓに供給する。
【００２９】
＜画素回路の動作＞
　つぎに、図２に示す画素回路の動作について、図２および図３を参照して説明する。こ
こで、図３は、図２に示す画素回路の動作を説明するためのシーケンス図である。図２に
示す画素回路にあっては、図３に示すように、Ｃｓリセット期間、Ｖｔｈ検出準備期間、
Ｖｔｈ検出期間、データ書込み期間、Ｃｏｌｅｄリセット期間および発光期間という６つ
の期間を経て動作する。この制御シーケンスに示されるように、Ｃｓリセット、Ｖｔｈ検
出準備、Ｖｔｈ検出、Ｃｏｌｅｄリセットおよび発光は全画素一括であるが、データ書込
みのみは走査線１１３ごとの順次走査である。
【００３０】
（Ｃｓリセット期間）
　Ｃｓリセット期間では、第１電源線１１１が高電位（ＶＤＤ）、第２電源線１１２が高
電位（ＶＤＤ）、走査線１１３が高電位（ＶｇＨ）、画像信号線１２がゼロ電位（ＧＮＤ
）とされる。この制御により、スイッチングトランジスタＴｓがオン、駆動トランジスタ
Ｔｄがオフとされ、第１電源線１１１→有機発光素子ＯＬＥＤ→スイッチングトランジス
タＴｓ→容量Ｃｓという経路で電流が流れ、容量Ｃｓに所定の基準電位を印加することに
より、容量Ｃｓの電位をリセットする。
【００３１】
（Ｖｔｈ検出準備期間）
　Ｖｔｈ検出準備期間では、第１電源線１１１がマイナス電位（－ＶＥ）、第２電源線１
１２がゼロ電位（ＧＮＤ）、走査線１１３が低電位（ＶｇＬ）、画像信号線１２が高電位
（ＶｄＨ）とされる。この制御により、スイッチングトランジスタＴｓがオフ、駆動トラ
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ンジスタＴｄがオンとされ、第２電源線１１２→駆動トランジスタＴｄ→有機発光素子Ｏ
ＬＥＤという経路で電流が流れ、有機発光素子ＯＬＥＤが固有に有している素子容量（以
下「素子容量Ｃｏｌｅｄ」と表記）に電荷が蓄積される。なお、このＶｔｈ検出準備期間
において、有機発光素子ＯＬＥＤに電荷を蓄積する理由は、後述するＶｔｈ検出期間に駆
動トランジスタＴｄのゲート・ソース間電圧を閾値電圧に近づける際に、有機発光素子Ｏ
ＬＥＤを駆動トランジスタＴｄのドレイン・ソース間に流す電流の供給源として作用させ
るためである。
【００３２】
（Ｖｔｈ検出期間）
　Ｖｔｈ検出期間では、第１電源線１１１がゼロ電位（ＧＮＤ）、走査線１１３が高電位
（ＶｇＨ）とされる一方で、画像信号線１２が高電位（ＶｄＨ）に、第２電源線１１２が
ゼロ電位（ＧＮＤ）に維持される。この制御により、スイッチングトランジスタＴｓがオ
ンとなり、駆動トランジスタＴｄのゲートとドレインとが接続される。
【００３３】
　また、容量Ｃｓおよび有機発光素子ＯＬＥＤに蓄積されていた電荷が放電され、容量Ｃ
ｓ→スイッチングトランジスタＴｓ→駆動トランジスタＴｄ→第２電源線１１２および有
機発光素子ＯＬＥＤ→駆動トランジスタＴｄ→第２電源線１１２という両経路での電流が
流れる。そして、駆動トランジスタＴｄのゲート・ソース間電圧Ｖｇｓが閾値電圧Ｖｔｈ
に達すると、駆動トランジスタＴｄがオフとなるため、結果的に、駆動トランジスタＴｄ
の閾値電圧Ｖｔｈが検出される。
【００３４】
（データ書込み期間）
　データ書込み期間では、画像信号電位（Ｖｄａｔａ）を容量Ｃｓに反映させることによ
り、駆動トランジスタＴｄのゲート電位を所望電位に変化させることが行われる。より詳
細には、第１電源線１１１がゼロ電位（ＧＮＤ）に、第２電源線１１２がゼロ電位（ＧＮ
Ｄ）にそれぞれ維持される。また、画像信号線１２は、Ｖｔｈ検出期間時の印加電位（Ｖ
ｄＨ）から画像信号電位（Ｖｄａｔａ）を差し引いた分の電位（ＶｄＨ－Ｖｄａｔａ）と
され、走査線１１３は、データ書込み期間内の所定期間において、高電位（ＶｇＨ）とさ
れる。
【００３５】
　この制御により、スイッチングトランジスタＴｓがオンとなり、素子容量Ｃｏｌｅｄに
蓄積された電荷が放電され、有機発光素子ＯＬＥＤ→スイッチングトランジスタＴｓ→容
量Ｃｓという経路で電流が流れる。すなわち、有機発光素子ＯＬＥＤに蓄積されていた電
荷が容量Ｃｓに移動する。この結果、容量Ｃｓには、画像信号電位（Ｖｄａｔａ）に基づ
いて決定される所定の電荷が蓄積される。
【００３６】
　なお、データ書込み期間では、容量Ｃｓと有機発光素子ＯＬＥＤとが直列に接続される
ので、容量Ｃｓの一端（駆動トランジスタＴｄのゲートに接続される端）の電位の低下量
は、画像信号線１２の画像信号電位Ｖｄａｔａとはならず、容量Ｃｓと有機発光素子ＯＬ
ＥＤとの容量比の影響を受ける。
【００３７】
（Ｃｏｌｅｄリセット期間）
　Ｃｏｌｅｄリセット期間では、第１電源線１１１がマイナス電位（－ＶＥ）、第２電源
線１１２もマイナス電位（－ＶＥ）とされる。一方、走査線１１３が低電位（ＶｇＬ）に
、画像信号線１２が高電位（ＶｄＨ）に維持される。このとき、スイッチングトランジス
タＴｓがオフ、駆動トランジスタＴｄがオンとされ、有機発光素子ＯＬＥＤ→駆動トラン
ジスタＴｄ→第２電源線１１２という経路で電流が流れ、有機発光素子ＯＬＥＤに残存す
る電荷が放電される。なお、このＣｏｌｅｄリセット期間に素子容量Ｃｏｌｅｄの電荷を
放電する理由は、素子容量Ｃｏｌｅｄの残存電荷による発光への影響を回避するためであ
る。
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【００３８】
（発光期間）
　発光期間では、第１電源線１１１が高電位（ＶＤＤ）、第２電源線１１２がゼロ電位（
ＧＮＤ）とされ、走査線１１３が低電位（ＶｇＬ）に維持される。一方、画像信号線１２
は、画像データに応じた高電位（ＶｄＨ）まで引き上げられ、そのレベルが維持される。
すなわち、発光期間における発光開始時からの制御では、制御対象の画素回路における有
機発光素子ＯＬＥＤに流れる電流が所望の発光輝度を発光させるに必要な電流レベルとな
るまで引き上げられる。
【００３９】
　この制御により、駆動トランジスタＴｄのオン、スイッチングトランジスタＴｓのオフ
は継続される一方で、有機発光素子ＯＬＥＤに順バイアスの電圧が印加されるので、有機
発光素子ＯＬＥＤ→駆動トランジスタＴｄ→第２電源線１１２という経路で電流が流れ、
有機発光素子ＯＬＥＤが発光する。
【００４０】
＜演算部の構成＞
　図４は、第１の実施形態にかかる演算部２０の構成を示した図である。同図に示すよう
に、演算部２０は、電源ＩＣ２１と、抵抗器２２と、増幅器２３と、Ａ／Ｄ変換器２４と
、ＣＰＵ２５と、タイミングコントローラ２６と、を備えている。
【００４１】
　電源ＩＣ２１はレギュレータ等であって、タイミングコントローラ２６から指示される
タイミングに従い、表示対象となる画像データに（フレーム）に応じた発光制御用の駆動
電圧（ＶＤＤ、ＶｇＨ、ＶｄＨ、Ｖｄａｔａ、－ＶＥ、ＶｇＬ等）を、抵抗器２２を介し
て表示パネル１０（ラインドライバ１３およびデータドライバ１４）に供給する。
【００４２】
　抵抗器２２は、電流検出のためのセンス抵抗であって、増幅器２３とともに電流検出部
として機能する。増幅器２３は、抵抗器２２の両端に接続され、電源ＩＣ２１からの印加
電圧に伴い抵抗器２２で検出された電流を電圧値に変換し、電流値としてＡ／Ｄ変換器２
４に出力する。また、Ａ／Ｄ変換器２４は、増幅器２３からの出力、すなわち表示パネル
１０の各画素回路に流れる電流値をデジタル信号に変換し、ＣＰＵ２５に出力する。
【００４３】
　ここで、表示パネル１０として７インチのパネルを用いた場合での、電流検出部の具体
的な構成例について説明する。なお、電流検出部により検出されるピーク電流が５００ｍ
Ａ程度であるとし、後述する発光期間制御を開始する電流値を２００ｍＡとする。また、
抵抗器２２に生じる電位差の検出開始レベルを１００ｍＶとすると、抵抗器２２として０
．５Ωの抵抗を用いることになる。また、ＣＰＵ２５の電源は３．３Ｖであるとする。こ
の条件の下、増幅器２３を単電源のレールツレールオペアンプとすると、増幅器２３への
入力電圧はほぼ０Ｖとなるため、増幅器２３の正電源はＣＰＵ２５と同じ３．３Ｖを使用
することができる。この場合、増幅器２３が３０倍に非反転増幅し、Ａ／Ｄ変換器２４に
入力することで、ＣＰＵ２５では直に電圧値を得て、電流値を算出することができる。
【００４４】
　ＣＰＵ２５は、マイクロプロセッサであって、Ａ／Ｄ変換器２４から入力される電流値
と、予め定められた発光時の設定電力とに基づいて、表示パネル１０の発光を継続する時
間（以下、発光継続時間という）を算出し、タイミングコントローラ２６に出力する。
【００４５】
　具体的に、ＣＰＵ２５は、表示パネル１０の発光時における供給電力の積算量のＷｓ（
単位は電力×時間）が、Ａ／Ｄ変換器２４から入力される電流値Ｉと、電源ＩＣ２１から
の印加電圧Ｖと、電力供給時間Ｔｍとの積に等しいことから、下記式（１）を用いてＴｍ
の値を算出し、これを計算発光期間Ｔｍとしてタイミングコントローラ２６に出力する。
　　Ｔｍ＝Ｗｓ／（Ｉ・Ｖ）　　　（１）
【００４６】
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　ここで、電源ＩＣ２１から供給された電力に対応する“Ｉ・Ｖ”、即ち、表示パネル１
０の消費電力は、表示対象となる画像データの特性に応じて変動する。具体的には、画像
データを表示する際の輝度レベル、即ち画像データの明度特性に応じて消費電力の値は変
動する。例えば、白の背景に黒のテキスト表示等の明度の高い画像データでは、黒の背景
に白のテキスト表示等の明度の低い画像データと比べて表示する際の消費電力が大きくな
る。そのため、上記式（１）により導出される計算発光期間Ｔｍは、表示対象となる画像
データの明度が高いほど小さな値となり、明度が低いほど大きな値となる。つまり、ＣＰ
Ｕ２５は、電流検出部により検出された電流値に基づいて、表示パネル１０への電力供給
量が所定の値Ｗｓとなるよう、電力の供給時間を計算発光期間Ｔｍとして導出する。
【００４７】
　なお、Ｗｓ及びＶの値は、発光開始以前の表示パネル１０の設定時に定められているも
のとする。具体的には、ＣＰＵ２５の内蔵ＲＯＭや外部ＲＯＭ等の記憶素子（何れも図示
せず）に予め記憶された値、又は、外部からシリアルインタフェース等の通信手段（図示
せず）を介して入力された値が、ＣＰＵ２５にセットされるものとする。
【００４８】
　タイミングコントローラ２６は、例えばカウンタや演算回路等を内部に含む駆動用ＩＣ
等を用いて構成することができ、経過時間を計時するタイマ部２６１による計時結果に基
づいて上述した各期間の開始と終了とを制御し、フレームバッファ等の外部装置から入力
されるフレーム単位の画像データを表示パネル１０に表示させる駆動電圧の供給タイミン
グを電源ＩＣ２１に指示する。
【００４９】
　具体的に、タイミングコントローラ２６は、上述したＣｏｌｅｄリセット期間の終了後
、予め定められた初期値Ｔｉを発光継続期間Ｔとして設定すると、電源ＩＣ２１およびＣ
ＰＵ２５に発光期間の開始を指示するとともに、タイマ部２６１による発光期間の計時を
開始することで当該発光期間を開始する。なお、初期値Ｔｉは、駆動波形の発光期間で設
定可能な最長のものと同一であるものとする。また、初期値Ｔｉは、タイミングコントロ
ーラ２６のレジスタに、ＲＯＭ等の記憶素子（何れも図示せず）に予め記憶された値、又
は、外部からシリアルインタフェース等の通信手段を介して入力された値がセットされる
ものとする。
【００５０】
　また、タイミングコントローラ２６は、発光期間の開始後、ＣＰＵ２５から入力される
計算発光期間Ｔｍと、現在設定されている発光継続期間Ｔ（＝Ｔｉ）とを比較し、Ｔｍの
値がＴｉ未満の場合、このＴｍの値を発光継続期間Ｔとして設定し直す。さらに、タイミ
ングコントローラ２６は、タイマ部２６１による計時が発光継続期間Ｔに達すると、電源
ＩＣ２１に表示パネル１０の消灯を指示することで、当該表示パネル１０を消灯状態とす
る。なお、タイマ部２６１による計時時間が発光期間に達した場合には、タイミングコン
トローラ２６は、電源ＩＣ２１およびＣＰＵ２５に発光期間の終了を指示するものとする
。
【００５１】
　ここで、計算発光期間Ｔｍが初期値Ｔｉ未満である場合に、当該Ｔｍを発光継続期間に
採用する理由は以下のとおりである。画像データを表示する場合での見え方の特性として
、白の背景に黒のテキスト表示等の明度の高い画像データを表示する際には、輝度レベル
を低下させた状態で表示しても視認性がさほど悪化しないことが分かっている。上述した
ように、画像データの明度が高いほどより多くの電力を消費することになるが、最大輝度
まで引き上げなくとも、画像データの明度特性に応じた輝度レベルを設定することで、視
認性を維持することが可能である。そのため、タイミングコントローラ２６では、ＣＰＵ
２５により画像データの明度に応じて導出された計算発光期間Ｔｍが初期値Ｔｉ未満の場
合には、このＴｍを発光継続期間とし、当該発光継続期間に達した場合に表示パネル１０
を消灯することで輝度を抑制する。この制御により、画像データの視認性を維持し、且つ
、当該画像データの表示にかかる消費電力を抑えることが可能となる。
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【００５２】
＜演算部の動作＞
　次に、図５を参照して、表示パネル１０の発光時における演算部２０の動作について説
明する。なお、図５は、演算部２０により実行される発光期間の制御に係る処理（発光期
間制御処理）の手順を示したフローチャートである。
【００５３】
　まず、タイミングコントローラ２６は、Ｃｏｌｅｄリセット期間の終了直後、発光継続
期間Ｔとして予め定められた初期値Ｔｉを設定する（ステップＳ１１）。次いで、タイミ
ングコントローラ２６は、電源ＩＣ２１およびＣＰＵ２５に発光開始を指示するとともに
、タイマ部２６１による計時を開始する（ステップＳ１２）。これにより、電源ＩＣ２１
では、タイミングコントローラ２６から指示されたタイミングに従い、表示対象の画像デ
ータに応じた駆動電圧の印加を開始することで、当該表示パネル１０の各有機発光素子Ｏ
ＬＥＤを一括点灯させる。
【００５４】
　一方、当該一括点灯の直後、ＣＰＵ２５では、タイミングコントローラ２６からの指示
に応じ、電流検出部（抵抗器２２、増幅器２３）により検出された電流値ＩをＡ／Ｄ変換
器２４を介して読み込むと（ステップＳ１３）、上記式（１）を用いて計算発光期間Ｔｍ
を算出する（ステップＳ１４）。なお、一括点灯直後は、負荷の容量成分へのラッシュ電
流が発生するため、タイミングコントローラ２６からの指示を受けてから所定時間（例え
ば、０．５ｍｓ）経過後に、電流値Ｉを読み込む態様としてもよい。
【００５５】
　タイミングコントローラ２６では、ＣＰＵ２５により算出された計算発光期間Ｔｍを読
み込むと、ステップＳ１１で設定した発光継続期間Ｔ（＝Ｔｉ）と比較し、Ｔｍの値がＴ
ｉ未満か否かを判定する（ステップＳ１５）。ここで、Ｔｍの値がＴｉ以上と判定した場
合（ステップＳ１５；Ｎｏ）には、ステップＳ１７の処理に直ちに移行する。また、ステ
ップＳ１５において、Ｔｍの値がＴｉ未満と判定した場合（ステップＳ１５；Ｙｅｓ）に
は、タイミングコントローラ２６は、発光継続期間ＴにＴｍを設定し（ステップＳ１６）
、ステップＳ１８の処理に移行する。
【００５６】
　続くステップＳ１７において、タイミングコントローラ２６は、ステップＳ１２で開始
したタイマ部２６１による計時時間が発光継続期間Ｔに達するまで待機する（ステップＳ
１７；Ｎｏ）。タイミングコントローラ２６は、タイマ部２６１による計時時間が発光継
続期間Ｔに達したと判定すると（ステップＳ１７；Ｙｅｓ）、電源ＩＣ２１に消灯を指示
する（ステップＳ１８）。これにより、電源ＩＣ２１では、タイミングコントローラ２６
から指示されたタイミングに従い、表示パネル１０への電力供給を制御することで、当該
表示パネル１０の各有機発光素子ＯＬＥＤを消灯状態へと移行させる。なお、タイマ部２
６１により計時結果が発光期間に達した場合には、電源ＩＣ２１およびＣＰＵ２５に発光
期間の終了を指示することは上述したとおりである。
【００５７】
　続いて、タイミングコントローラ２６は、上述したＣｓリセット期間、Ｖｔｈ検出準備
期間、Ｖｔｈ検出期間、データ書込み期間、Ｃｏｌｅｄリセット期間の各々に応じたタイ
ミングで電源ＩＣ２１を制御することで、次の発光期間の準備を行い（ステップＳ１９）
、ステップＳ１１の処理に再び戻る。
【００５８】
　ここで、図３を参照して、上記発光期間制御処理の動作のタイミングについて説明する
。Ｃｏｌｅｄリセット期間の終了後、タイミングコントローラ２６により発光継続期間Ｔ
（＝Ｔｉ）が設定され、電源ＩＣ２１から発光期間に応じた電圧が表示パネル１０に印加
されることで発光期間が開始されると、この開始直後の“Ｐ１”のタイミングで、電流検
出部は電流値Ｉを検出する。
【００５９】
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　ＣＰＵ２５は、電流検出部が検出した電流値Ｉに基づいて、上記式（１）により計算発
光期間Ｔｍを算出する。ここで、計算発光期間Ｔｍが図３に示した期間であったとすると
、Ｔｍ＜Ｔｉであるため、タイミングコントローラ２６は、発光継続期間ＴをＴｍに設定
し、このＴｍに到達する“Ｐ２”のタイミングで表示パネル１０の発光を停止し消灯状態
とする。なお、図３では、発光停止方法として、第２電源線１１２を高電位（ＶＤＤ）と
することで、有機発光素子ＯＬＥＤに流れる電流を停止し消灯状態とする例を示している
が、有機発光素子ＯＬＥＤに流れる電流を停止することが可能であれば、この例に限定さ
れないものとする。例えば、図２の構成を用いた場合には、画像信号線１２の電位を下げ
ることで、ＯＬＥＤに流れる電流を停止することができる。
【００６０】
　図６は、画像データの階調と、その表示にかかる消費電力との関係を示した図である。
同図において、横軸は画像データの階調を表し、黒色に対応する階調０から右方向に行く
ほど白色に近付く、つまり、明度がより高くなることを意味している。また、縦軸は画像
データの表示にかかる消費電力（電源ＩＣ２１からの供給電力）を表しており、上方向に
行くほどより大きな消費電力を要することを意味している。
【００６１】
　上述したように、表示パネル１０の消費電力は、画像データの階調レベル（明度）に比
例して上昇することになるが、上記発光期間制御処理を行うことで、或るレベル以上の階
調を有した画像データの表示にかかる消費電力を一定の消費電力、即ち、Ｗｓとすること
ができる。消費電力が一定となる階調の値は、上記式（１）のＷｓやＶにより定まること
になるが、図６の例ではそのレベルを階調ｇ１としている。なお、発光期間制御処理を行
わずに画像データを表示した場合には、図中破線で示したように階調レベルに応じて消費
電力も上昇し続けることになるため、上記した視認性の観点からすると、不要な電力消費
が行われていることがわかる。
【００６２】
　以上のように、第１の実施形態によれば、表示対象となるフレーム単位の画像に応じた
供給電力の電流値に基づいて、各画素回路の発光素子への電力供給量が所定の値となる計
算発光間を導出し、発光の開始からの発光継続期間が前記計算発光期間を経過したタイミ
ングで、各画素回路の発光素子を一斉に消灯させることで、発光継続期間中に供給される
電力量を一定とする。これにより、表示対象となる画像に応じて各発光素子に流れる電流
量を調整することが可能となるため、輝度補正が容易であるとともに視認性に優れた画像
を表示することができる。
【００６３】
　なお、本実施形態では、上記式（１）を用いて計算発光期間Ｔｍを算出したが、他の式
を用いて算出することとしてもよい。例えば、上記式（１）に任意の係数やオフセット値
を組み込むことで、使用環境に応じて計算発光期間Ｔｍの値を調整する態様としてもよい
。
【００６４】
　また、本実施形態では、電流検出部（抵抗器２２、増幅器２３）を電源ＩＣ２１から表
示パネル１０への経路上に設けたが、電源ＩＣ２１の印加電圧に応じた電流を検出できれ
ば、これに限らないものとする。
【００６５】
　例えば、電源ＩＣ２１から印加される駆動波形の電位が正極１５Ｖ、負極０Ｖであるよ
うな場合、増幅器２３の正電源が１５Ｖ以上となり、高耐圧のＡ／Ｄ変換器が必要となる
。この場合、通常のＡ／Ｄ変換器を使うためには、電源ＩＣ２１からの印加電圧を分圧し
て増幅器２３に入力することになるが、感度が低くなるという問題がある。また、その感
度を補うためには抵抗器２２の抵抗値を大きくする必要があるが、電流検出時における消
費電力が増大することになる。このような場合、駆動波形の負極が０Ｖになるので、図７
に示したように、負極側に抵抗器２２を接続して電流を検出することで、抵抗器２２の抵
抗値を小さくすることができる。ここで、図７は、電流検出部（抵抗器２２、増幅器２３
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）が接続される位置の他の態様を示した図である。
【００６６】
　また、抵抗器２２の抵抗値は表示パネル１０のパネルサイズに依存するが、抵抗器２２
から増幅器２３への入力は１００ｍＶ程度となることが好ましく、例えば、中小型パネル
を用いる場合、その値は０．５Ω程度となる。この場合、電流検出部の消費電力は大きく
はないが、携帯機器等の機器では、さらなる省電力化が求められる。そのため、図８に示
したように、抵抗器２２と並列に当該抵抗器２２よりも低抵抗なＦＥＴ（電界効果トラン
ジスタ）２７を設け、タイミングコントローラ２６による制御により、ＦＥＴ２７の導通
／非導通を制御する構成することで、電流検出部が消費する電力をより小さくすることが
できる。ここで、図８は、電流検出部（抵抗器２２、増幅器２３）が接続される位置の他
の態様を示した図である。
【００６７】
　具体的には、電流検出部による電流検出時にＦＥＴ２７を非導通とする制御信号がタイ
ミングコントローラ２６から出力される。このとき、電流は抵抗器２２を通じて流れるこ
とになるので、増幅器２３は、当該抵抗器２２の両端電圧を検出することによって画素回
路に流れる電流が検出される。なお、電流検出部による電流検出時以外の期間には、ＦＥ
Ｔ２７を導通させる制御信号がタイミングコントローラ２６から出力され、画素回路に流
れる電流は抵抗器２２を流れることなく、より低抵抗なＦＥＴ２７を流れることになる。
このように、電流検出部にＦＥＴ２７を設け、電流検出時か否かに応じて、タイミングコ
ントローラ２６によりＦＥＴ２７の非導通／導通を制御することで、電流検出部が消費す
る電力をより小さくすることができる。
【００６８】
［第２の実施形態］
　次に、第２の実施形態として、図１に示した画像表示装置に設けられる演算部２０の他
の構成例について説明する。なお、第１の実施形態と同様の構成要素については、同一の
符号を付与し説明を省略する。
【００６９】
＜演算部の構成＞
　図９は、第２の実施形態にかかる演算部３０の構成の一例を示した図である。同図に示
したように、演算部３０は、電源ＩＣ２１と、抵抗器２２と、増幅器２３と、積分器３１
と、比較器３２と、タイミングコントローラ３３と、を備えている。
【００７０】
　積分器３１は、増幅器２３から出力される電流値を時間積分し、この積分結果となる電
流量に応じた電圧を比較器３２に出力する。また、積分器３１は、タイミングコントロー
ラ３３から入力されるリセット信号に応じて、時間積分の開始と積分結果のリセットとを
行う。
【００７１】
　比較器３２は、積分器３１から出力される電圧と、予め定められた基準電圧とを比較し
、積分器３１からの印加電圧が基準電圧以上の場合、タイミングコントローラ３３への出
力を高電位（Ｈｉｇｈ）とする。なお、積分器３１からの印加電圧が基準電圧未満の場合
、タイミングコントローラ３３への出力は低電位（Ｌｏｗ）であるものとする。
【００７２】
　タイミングコントローラ３３は、タイミングコントローラ２６と同様、カウンタや演算
回路等を内部に含む駆動用ＩＣ等を用いて構成することができ、経過時間を計時するタイ
マ部２６１による計時結果に基づいて上述した各期間の開始と終了とを制御し、フレーム
バッファ等の外部装置から入力されるフレーム単位の画像データを表示パネル１０に表示
させるための駆動電圧の供給タイミングを電源ＩＣ２１に指示する。
【００７３】
　具体的に、タイミングコントローラ３３は、上述したＣｏｌｅｄリセット期間の終了後
、予め定められた初期値Ｔｉを発光継続期間Ｔとして設定すると、電源ＩＣ２１に発光期
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間の開始を指示するとともに、積分器３１に時間積分の開始を指示するリセット信号を出
力し、タイマ部２６１による発光期間の計時を開始することで当該発光期間を開始する。
なお、電源ＩＣ２１に出力する発光期間の開始／終了を指示する制御信号を、時間積分の
開始／積分結果のリセットを指示するリセット信号として積分器３１に出力することとし
てもよい。
【００７４】
　また、タイミングコントローラ３３は、発光期間において、タイマ部２６１による計時
時間が発光継続期間Ｔ（＝Ｔｉ）に達するか、又は、比較器３２から高電位（Ｈｉｇｈ）
の信号が入力されると、電源ＩＣ２１に表示パネル１０の消灯を指示する。ここで、比較
器３２からの入力が高電位となった場合に表示パネル１０の消灯を指示する理由は、第１
の実施形態で説明した発光継続期間ＴにＴｍを採用する理由と同様である。なお、タイマ
部２６１による計時時間が発光期間に達した場合には、電源ＩＣ２１に発光期間の終了を
指示するとともに、積分器３１に積分結果のリセットを指示するリセット信号を出力する
ものとする。
【００７５】
＜演算部の動作＞
　次に、図１０を参照して、表示パネル１０の発光時における演算部３０の動作について
説明する。
【００７６】
　図１０は、演算部３０により実行される発光期間の制御に係る処理（発光期間制御処理
）の手順を示したフローチャートである。まず、タイミングコントローラ３３は、Ｃｏｌ
ｅｄリセット期間の終了直後、発光継続期間Ｔとして予め定められた初期値Ｔｉを設定す
る（ステップＳ２１）。次いで、タイミングコントローラ３３は、電源ＩＣ２１に発光の
開始を指示するとともに、積分器３１に時間積分の開始を指示するリセット信号を出力し
、タイマ部２６１による計時を開始する（ステップＳ２２）。これにより、電源ＩＣ２１
では、タイミングコントローラ３３から指示されたタイミングに従い、表示対象の画像デ
ータに応じた駆動電圧の印加を開始することで、当該表示パネル１０の各有機発光素子Ｏ
ＬＥＤを一括点灯させる。
【００７７】
　一方、積分器３１では、タイミングコントローラ２６から指示されたタイミングで、増
幅器２３から出力された電流値の時間積分を開始すると（ステップＳ２３）、この積分結
果に応じた電圧を比較器３２に出力する（ステップＳ２４）。次いで、比較器３２は、積
分器３１からの電圧と、所定の基準電圧とを比較すると、この比較結果に応じたレベルの
信号をタイミングコントローラ３３に出力する（ステップＳ２５）。
【００７８】
　タイミングコントローラ３３では、ステップＳ２２で開始したタイマ部２６１による計
時時間が発光継続期間Ｔ（＝Ｔｉ）に達するか、又は、比較器３２から高電位（Ｈｉｇｈ
）の信号が入力されるまで待機する（ステップＳ２６；Ｎｏ）。ステップＳ２６において
、何れか一方の条件を満たしたと判定すると（ステップＳ２６；Ｙｅｓ）、タイミングコ
ントローラ３３は、電源ＩＣ２１に消灯を指示する（ステップＳ２７）。これにより、電
源ＩＣ２１では、タイミングコントローラ２６から指示されたタイミングで、表示パネル
１０への印加電圧を制御することで、当該表示パネル１０の各有機発光素子ＯＬＥＤを消
灯状態へと移行させる。なお、タイマ部２６１により計時結果が発光期間に達した場合に
は、電源ＩＣ２１に発光期間の終了を指示するとともに、積分器３１に積分結果のリセッ
トを指示するリセット信号を出力することは上述したとおりである。
【００７９】
　続いて、タイミングコントローラ２６は、上述したＣｓリセット期間、Ｖｔｈ検出準備
期間、Ｖｔｈ検出期間、データ書込み期間、Ｃｏｌｅｄリセット期間の各々に応じたタイ
ミングで電源ＩＣ２１を制御することで、次の発光期間の準備を行い（ステップＳ２８）
、ステップＳ２１の処理に再び戻る。
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【００８０】
　以下、図１１を参照し、上記発光期間制御処理時において、演算部３０の各機能部から
出力される信号レベルの状態について説明する。
【００８１】
　図１１では、３つの画像データ（フレーム）を表示することを前提としており、図中Ａ
１～Ａ３の各期間が各フレームについての処理期間を表している。また、各処理期間で処
理されるフレームは夫々異なる画像特性（明度特性）を有しており、Ａ１～Ａ３の処理期
間にかけて段階的に暗い画像から明るい画像となっている。なお、各処理期間のうち、“
Ｂ”の期間は、上述したＣｓリセット期間、Ｖｔｈ検出準備期間、Ｖｔｈ検出期間、デー
タ書込み期間及びＣｏｌｅｄリセット期間からなる準備期間を意味しており、“Ｃ”の期
間は初期値Ｔｉにより定まる発光継続期間（＝発光期間）を意味している。また、各グラ
フの横軸は時間経過を表し、縦軸は信号の大きさを表している。
【００８２】
　準備期間Ｂの後、タイミングコントローラ３３による制御に従い、電源ＩＣ２１が発光
期間に応じた電圧を表示パネル１０に印加すると、増幅器２３は、抵抗器２２で検出され
た電流を電圧値に変換し、電流値として積分器３１に出力する。このとき、上述したよう
に、表示パネル１０へ供給電力は画像データの明度特性に応じて変動する。そのため、Ａ
１～Ａ３の各処理期間において増幅器２３から出力される電流値は、画像が明るいほど大
きな値となっている。
【００８３】
　また、積分器３１では、増幅器２３が出力する電流値を時間積分し、この積分結果に応
じた電圧を比較器３２に出力する。積分結果は入力された電流値の大きさに比例するため
、処理対象となるフレームの画像が明るいほど単位時間あたりに出力される電圧値は大き
くなる。
【００８４】
　比較器３２では、積分器３１から出力された電圧と、所定の基準電圧とを比較し、この
比較結果に応じて高電位（Ｈｉｇｈ）又は低電位（Ｌｏｗ）の信号をタイミングコントロ
ーラ３３に出力する。ここで、基準電圧が図中に示したＴｈであるとすると、処理期間Ａ
２、Ａ３で処理されるフレームについては、積分器３１からの出力がＴｈと一致したタイ
ミングＥ１、Ｅ２の夫々で、タイミングコントローラ３３への出力は高電位となる。なお
、処理期間Ａ１で処理されるフレームについては、積分器３１からの出力がＴｈに満たな
いため、比較器３２からの出力は低電位のまま維持される。
【００８５】
　タイミングコントローラ３３は、タイマ部２６１による計時時間が発光継続期間Ｔ（＝
Ｔｉ）に達するか、又は、比較器３２から高電位の信号が入力されるまで待機し、何れか
一方の条件を満たすと、表示パネル１０を消灯状態とする。そのため、Ａ１の期間で処理
されるフレームについては、発光継続期間Ｔに対応する期間Ｄ１に達したタイミングで増
幅器２３からの出力は低下する。
【００８６】
　一方、Ａ２の期間で処理されるフレームについては、比較器３２からの出力が高電位と
なったＥ１のタイミングで増幅器２３からの出力は低下する。そのため、期間Ｄ２は当初
の期間Ｃ（Ｄ１）よりも短いものとなっている。また同様に、Ａ３の期間で処理されるフ
レームについては、比較器３２からの出力が高電位となったＥ２のタイミングで増幅器２
３からの出力は低下する。そのため、期間Ｄ３は、当初の期間Ｃ（Ｄ１）や、処理期間Ａ
２での期間Ｄ２よりも短いものとなっている。
【００８７】
　また、タイミングコントローラ３３は、発光期間終了のタイミングで、積算結果のリセ
ットを指示するリセット信号を積分器３１に出力する。なお、図１１では、リセット信号
が低電位（Ｌｏｗ）のとき積算結果のリセットを指示し、リセット信号が高電位（Ｈｉｇ
ｈ）のとき時間積分の実行を指示するものとしている。
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【００８８】
　なお、上記発光期間制御処理の動作のタイミングは、第１の実施形態において図３を用
いて説明したタイミングと同様となる。また、タイミングコントローラ３３による発光停
止方法は、第１の実施形態と同様、第２電源線１１２を高電位（ＶＤＤ）とすることで、
有機発光素子ＯＬＥＤに流れる電流を停止し消灯状態としてもよいし、他の方法を用いて
もよい。
【００８９】
　以上のように、第２の実施形態によれば、表示対象となるフレーム単位の画像に応じた
供給電力の電流値に基づいて、各画素回路の発光素子への電力供給量が所定の値となる計
算発光期間を導出し、発光の開始からの発光継続期間が前記計算発光期間を経過したタイ
ミングで、各画素回路の発光素子を一斉に消灯させることで、発光継続期間中に供給され
る電力量を一定とする。これにより、表示対象となる画像に応じて各発光素子に流れる電
流量を調整することが可能となるため、輝度補正が容易であるとともに視認性に優れた画
像を表示することができる。
【００９０】
　以上、発明の実施の形態について説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく
、本発明の主旨を逸脱しない範囲での種々の変更、置換、追加等が可能である。
【００９１】
　例えば、上記実施形態では、表示パネル１０の画素回路を図２に示した構成としたが、
これに限らず、各画素回路に対する発光制御を全画素回路で一斉に行うことが可能な一括
発光方式に対応した構成であれば、本願発明を適用することが可能である。以下、上記実
施形態の変形例として、一括発光方式に対応する画素回路の他の構成について説明する。
【００９２】
　図１２は、図１に示した表示パネル１０に設けられる画素回路（１画素）の他の構成例
を示した図である。図１２に示す画素回路は、発光手段である有機発光素子ＯＬＥＤ、有
機発光素子ＯＬＥＤを駆動するためのドライバ手段である駆動トランジスタＴｄ、閾値電
圧を検出する際に主として用いられる閾値電圧検出用トランジスタＴｔｈ、第１の容量素
子として閾値電圧を保持する第１の容量Ｃｓ１と、第２の容量素子として画像信号電圧を
保持する第２の容量Ｃｓ２と、画像信号電圧の印加を制御するスイッチングトランジスタ
Ｔｓと、を備える。なお、図１２には、有機発光素子ＯＬＥＤの容量をＣｏｌｅｄとして
等価的に表している。
【００９３】
　図１３は、図１２に示した画素回路での発光制御の一例を示したシーケンス図である。
同図に示したように、図１２の画素回路は、閾値電圧検出期間、有機発光素子初期化期間
、データ書込み期間および発光期間という４つの期間を経て動作する。この制御シーケン
スに示されるように、閾値電圧検出、有機発光素子初期化および発光は全画素一括である
が、データ書込みのみは走査線１１３ごとの順次走査である。
【００９４】
（閾値電圧検出期間）
　閾値電圧検出期間では、第１電源線１１１がゼロ電位（ＧＮＤ）とされ、第２電源線１
１２が電源電位（ＶＤＤ）とされ、Ｔｔｈ制御線１１４が高電位（ＶｇＨ）とされ、走査
線１１３が高電位（ＶｇＨ）とされ、画像信号線１２がゼロ電位（ＧＮＤ）とされる。こ
の制御によって、スイッチングトランジスタＴｓがオン、閾値電圧検出用トランジスタＴ
ｔｈがオン、駆動トランジスタＴｄがオンとされる。その結果、駆動トランジスタＴｄの
ソース電極に対するゲート電極の電位が閾値電圧Ｖｔｈに達するまで素子容量Ｃｏｌｅｄ
、第１の容量Ｃｓ１および第２の容量Ｃｓ２に蓄積された電荷が放電され、駆動トランジ
スタＴｄ→第１電源線１１１という経路で電流が流れる。そして、駆動トランジスタＴｄ
のゲート電極－ソース電極間の電位差が閾値電圧Ｖｔｈに達すると、駆動トランジスタＴ
ｄがオフとなり、この時点で、第１と第２の容量Ｃｓ１，Ｃｓ２の両端には閾値電圧Ｖｔ
ｈの電圧が生じる。
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【００９５】
（有機発光素子初期化期間）
　有機発光素子初期化期間では、第１電源線１１１のゼロ電位（ＧＮＤ）と、走査線１１
３の高電位（ＶｇＨ）が維持される一方で、第２電源線１１２がゼロ電位（ＧＮＤ）とさ
れ、Ｔｔｈ制御線１１４が低電位（ＶｇＬ）とされる。また、画像信号線１２には、たと
えば画像信号電圧の最大電位（Ｖｄｈ）が供給される。この制御によって、スイッチング
トランジスタＴｓがオン、閾値電圧検出用トランジスタＴｔｈがオフ、駆動トランジスタ
Ｔｄがオンとされる。その結果、駆動トランジスタＴｄ→素子容量Ｃｏｌｅｄ、および駆
動トランジスタＴｄ→第２の容量Ｃｓ２という経路で電流が流れ、素子容量Ｃｏｌｅｄお
よび第２の容量Ｃｓ２に残存していた電荷と、上記の経路で流れてきた電流による電荷と
が中和される。この動作によって、素子容量Ｃｏｌｅｄ自身の残存電荷による発光への影
響が回避される。また、第２の容量Ｃｓ２に溜まっていた電荷がなくなるので、第２の容
量Ｃｓ２の両端にかかっていた閾値電圧Ｖｔｈもゼロ電位（ＧＮＤ）となり、その結果、
第１の容量Ｃｓ１にのみその両端に閾値電圧Ｖｔｈがかかることになる。
【００９６】
（書込み期間）
　書込み期間では、第１電源線１１１と第２電源線１１２のゼロ電位（ＧＮＤ）と、Ｔｔ
ｈ制御線１１４の低電位（ＶｇＬ）が維持される一方で、走査線１１３による走査信号と
画像信号線１２による画像信号に応じた所定のレベルの信号電位が供給される。本実施の
形態にかかる書込み処理では、全画素一括ではなく、走査線１１３ごとの順次走査が行わ
れる。この制御によって、画像信号線１２からはその画素に応じた画像信号電位Ｖｄａｔ
ａ（≦ＶｄＨ）が供給され、スイッチングトランジスタＴｓ→第２の容量Ｃｓ２→駆動ト
ランジスタＴｄ→第１電源線１１１という経路で電流が流れ、第２の容量Ｃｓ２には画像
信号電位Ｖｄａｔａに応じた電荷が保持されることになる。なお、図１３中の画像信号線
１２における網掛け部は、画像信号に応じた最大ＶｄＨまでの所定の電圧が印加されるこ
とを示している。
【００９７】
（発光期間）
　発光期間では、第１電源線１１１が電源電位（ＶＤＤ）とされる一方で、第２電源線１
１２がゼロ電位（ＧＮＤ）に維持され、Ｔｔｈ制御線１１４は低レベル（ＶｇＬ）に維持
される。また、走査線１１３は低レベル（ＶｇＬ）とされ、画像信号線１２はゼロ電位（
ＧＮＤ）とされる。このとき、駆動トランジスタＴｄの閾値電圧を保持する第１の容量Ｃ
ｓ１と画像信号に応じた画像信号電圧を保持する第２の容量Ｃｓ２とが直列に接続され、
両者の電圧の和Ｖｔｈ＋Ｖｄａｔａが駆動トランジスタＴｄのゲート電極とソース電極と
の間に印加される。その結果、駆動トランジスタＴｄがオンとなり、第１電源線１１１→
駆動トランジスタＴｄ→有機発光素子ＯＬＥＤ→第２電源線１１２という経路で電流が流
れ、有機発光素子ＯＬＥＤが発光する。
【００９８】
　図１２の回路においても、図２の画素回路と同様に、表示対象となる画像データ（フレ
ーム）に応じて、表示パネル１０の発光継続期間を制御することができる。具体的には、
上述した第１、第２の実施形態と同様、発光期間の開始直後（例えば、図１３中、“Ｐ３
”のタイミング）において、電流検出部（抵抗器２２、増幅器２３）で検出した電流値に
基づき、第１の実施形態又は第２の実施形態の発光期間制御処理を行うことで、画像デー
タに応じた計算発光期間（発光継続期間）Ｔｍが経過する“Ｐ４”のタイミングまで、表
示パネル１０を発光状態とすることができる。
【００９９】
　なお、図１３では、発光停止方法として、第２電源線１１２を高電位（ＶＤＤ）とする
ことで、有機発光素子ＯＬＥＤに流れる電流を停止し、表示パネル１０を消灯状態とする
例を示しているが、有機発光素子ＯＬＥＤに流れる電流を停止することが可能であれば、
この例に限定されないものとする。
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【産業上の利用可能性】
【０１００】
　以上のように、本発明にかかる画像表示装置およびその駆動方法は、画素回路における
発光輝度の改善に大きく寄与することができる発明として有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】本発明の好適な実施の形態にかかる画像表示装置の構成を示した図である。
【図２】図１に示した表示パネルに設けられる画素回路（１画素）の構成を示した図であ
る。
【図３】図２に示した画素回路の動作を説明するためのシーケンス図である。
【図４】図１に示した演算部の構成を示したブロック図である。
【図５】図１に示した演算部のより実行される発光期間制御処理の手順を示したフローチ
ャートである。
【図６】画像データの階調と、その表示にかかる消費電力との関係を示した図である。
【図７】電流検出部（抵抗器２２、増幅器２３）が接続される位置の他の態様を示した図
である。
【図８】電流検出部（抵抗器２２、増幅器２３）が接続される位置の他の態様を示した図
である。
【図９】図１に示した演算部の他の構成例を示したブロック図である。
【図１０】図９に示した演算部のより実行される発光期間制御処理の手順を示したフロー
チャートである。
【図１１】図９に示した演算部の各機能部から出力される信号レベルの状態を示した図で
ある。
【図１２】図１に示した表示パネルに設けられる画素回路（１画素）の他の構成例を示し
た図である。
【図１３】図１２に示した画素回路の動作を説明するためのシーケンス図である。
【符号の説明】
【０１０２】
　１０　表示パネル
　１１　制御線
　１１１　第１電源線
　１１２　第２電源線
　１１３　走査線
　１１４　Ｔｔｈ制御線
　１２　画像信号線
　１３　ラインドライバ
　１４　データドライバ
　２０　演算部
　２１　電源ＩＣ
　２２　抵抗器
　２３　増幅器
　２４　Ａ／Ｄ変換器
　２５　ＣＰＵ
　２６　タイミングコントローラ
　２６１　タイマ部
　２７　ＦＥＴ
　３０　演算部
　３１　積分器
　３２　比較器
　３３　タイミングコントローラ
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【図５】 【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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